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富士山と自然観察記録（俳句集-Ⅱ） 

Ｍｔ. Ｆｕｊｉ and Ｎａｔｕｒｅ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ,  

ＨＡＩＫＵ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｂｙ ２０１５・２０１７ 

        岩崎行伸* 

東海大学海洋学部をリタイア後、呆け防止策と自己満足のために趣味活動として、四季

折々の富士山と自然界の観察記録によるデジカメ映像記録を個展として発表しようと、各所

の展示会場や博物館等を探した。ところが、各所で１０点（Ａ４版）展示するのに参加場所

代金として２５～３０万円用意するという。 

年金生活者＆フリ-タ-にとっては、大金であるため各所を探したところ Yahoo  blog が

写真付き無料（会員月３０００円）で投稿できるということであり、２０１４年から、Ｍｙ blog 

創設し確保した。時折、四季彩々の景観や生きものたち（野鳥（水鳥）・蝶・蜻蛉・淡水魚たちの

観察記録をこれまで俳句に詠み発表したものを、この機会に纏めたものである。 

 

俳句集-Ⅱ（２０１５－秋） 

第１５１３号（８/２４）：日暮れどき、コオロギの鳴き、秋を呼ぶ。  

第１５１６号（８/２９）：夜半どき、クツワムシ鳴き、秋を呼ぶ。 

第１５１７号（８/２９）：クツワムシ、ガチャガチャ鳴き、秋を呼ぶ。 

第１５２３号（９/４）：何時見ても、富士の美嶺は、世界財。 

第１５３０号（９/１２）：何時の間に、せど裏山は、秋の彩。 

第１５３１号（９/１３）：虫の鳴き、せど裏山に、響く秋。 

第１５３３号（９/１６）：秋の虫、せど裏山で、大合唱。 

第１５３９号（９/２３）：何時の間に、せど裏山は、秋の空。 

第１９０２号（９/９）：せど裏に、残暑去りして、秋の彩。 

第１９０６号（９/14）：早朝から、虫の合唱、秋の詩。 

第１８９０号（9/30）:要暮れ時、せど裏山に、虫の鳴き。 

第１９５４号（１１/６）：背戸裏の、富士の高峰に初冠雪。 

第１９７３号（１２/７）：せど裏の、観る富士山に、冬化粧。 

第２２２６号（９/１３）：何時の間に、蝉から虫へ、移る秋。 

第２２２９号（９/２３）：せど裏に、中秋の夜、虫時雨。 

第２２４１号（１０/５）：移る秋、せど裏山の、四季の彩。 

第２２５４号（１０/２０）：何時までも、夏日が残る、秋の昼。 

第２２５９号（１０/２６）：富士山に初冠雪を、見る秋日。 



第２２７２号（11/10）：せど裏に、白い帽子の、富士の山。 

第２２７８号（１１/１７）：落ち葉舞う、せど裏山の、秋の詩。 

第２２９４号（１２/６）：秋深し、富士の高峰に、雪帽子。 

２０１６年（冬） 

第２２９６号（1/1）：せど裏に、２０１６，初の富士。 

第 229９号（1/４）：寒空に、一羽のトビが、乱舞中。 

第 23００号（１/６）：年明けて、富士の積雪、今ひとつ。 

第２２９７号（１/９）：富士の山、七草過ぎて、雪少々。 

第２２９９号（１/12,カルガモの、ひとり泳ぎが、楽しそう。 

第２２３０号（1/12:冬将軍、駿河の国へ、襲来中。 

第２３００号（1/19）:駿河県、暖冬過ぎて、初雪や。 

           第２３０５号（１/24）:雪将軍、駿河の国に、仮の宿。 

           第２３０８号（２/5）:せど裏に、紅梅開花、春の詩。 

           第２３１０号（2/9）：せど裏に、白梅開花、春を告げ。 

              第２３１１号（２/13）：春節の、三寒四温、一夜ずつ。 

              第２３１４号（２/14）：せど山に、春一番の、南風。 

              第２３１５号（２/２８）：ヤマザクラ、せど裏で、今見頃。 

              ２０１７年（春） 

第２３１８号（３/５）：春霞、桜の開花、何時の日か。 

第２３２０号（３/８）：春うらら、鶯の鳴き、初の詩。 

第２３２７号（３/10）:鶯が、遊木の森で、春を鳴く。 

第２３４３号（3/15）:せど裏の、白梅の花が、風に散る。 

第２３４４号（３/16）:せど裏に、ケ-ンケ-ンと、雉が鳴く。 

第２３４５号（３：20）:季節花、ハクモクレンが、今見頃。 

第２３４６号（３/21）:せど裏で、鶯の鳴き、初を聴く。 

           第２３４８号（３/24）:せど裏の、吉野桜が、開花した。 

第２３５０号（3/26）:里山で、河津桜が、今見頃。 

第２３５９号（4/9）:せど裏の、吉野桜が、満開だ。 

第２３６４号（４/１３）：せど裏の、染井吉野が、桜散る。 

第２３７１号（4/20）:馬走せど、木蓮の花、今見頃。 

第２３８５号（５/１２）：せど裏に、木々の枝葉に、初夏輝り。 

第２４０１号（６/６）:梅雨入りで、富士の高峰は、雲の中。 

第２４０５号（6/10）:梅雨の間に、雲の中から、頭出る。 

第２４２３号（7/3）:せど裏で、クマゼミの鳴き、初の唱。 

 



２０１７年（夏） 

第２４７７号（７/６）：せど裏に、台風一過、夏の彩。 

第２４８４号（７/１４）：蝉の鳴き、せど裏の梅雨、明け近し。 

第２４８６号（7/16）:朝早く、クマゼミの鳴き、シャシヤと。 

第 2487号(7/18):梅雨明けて、猛暑の季節、水遊び。 

第２４８８号（７/１９）：梅雨明けて、せどの裏山、蝉の唱。 

第２４８９号（7/20）:明けの朝、シャンシャンと、蝉時雨。 

第２５００号（７/２９）：せどの畑、花から花へ、アゲハ舞う。 

第２５０４号：8/5):台風が、猛暑を連れて、本土入り。 

第２５０５号（８/６）：今季また、豪雨暴風、引き連れて。 

第２５０６号（8/7）:台５号、暑々の気団を、横目見て。 

第２５０８号（８/１１）：ドンドンと、せど裏山に、花火咲く。 

第２５０９号（8/13）:朝早く、猛暑警報、蝉時雨。 

第２５１１号(8/15):小雨パラ、蝉時雨止む、せどの山。 

第２５１３号（8/16）:夜になり、蝉時雨止み、虫の鳴き。 

第２５１５号（８/１９）：蝉時雨、猛暑戻って、ジィ-ジィ-と。 

第２５２０号（8/26）:日が暮れて、蝉時雨から、虫時雨。 

第２５２２号（8/28）:朝早く、チュンチュンと、スズメ鳴く。 

２０１７年（秋） 

第２５２５号（９/１）：日没後、虫の鳴き声、秋唄う。 

第２５４４号（9/22）:猛暑過ぎ、せどのお山、秋の彩。 

第２５５５号（10/5）:すっかりと、秋の装い、衣から。 

第２５７３号（１０/２６：中秋の、せど裏の富士、初冠雪。 

第２５７３号（10/26）:久々に、晴天の空、青く澄む。 

第 2578号(11/1):中秋の、欅の葉々に、彩ずくし。 

第 2585号(11/9):せど裏の、富士のお山に、雪は消え。 

第２５８７号（１１/１１）：晩秋の、富士の高峰に、冬支度。 

第２５９３号（11/１９）：四季の詩、秋陽短かし、枯れ葉舞う。 

第２６０２号(11/30):せど裏の、落ち葉拾いに、秋の暮れ。 

第２６０２号（１１/３０）：日暮れ時、落ち葉拾いに、秋の詩。 

第 2617号(12/16):秋深し、日暮れ時には、枯れ葉舞う。 
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*いわさきゆきのぶ NＰＯ法人自然観察塾（塾長）、水棲＆環境研究会 


